
 令和３年度高度地区適用除外認定申請受理番号第２号に関する調査概要 

１．申 請 年 月 日  令和４年２月 28 日 

２．申請者住所氏名  神奈川県横須賀市小川町 11 番地            

            横須賀市長 上地 克明 

３．申 請 場 所  横須賀市神明町１番８ 

４．地 域 地 区  第一種住居地域 

（建ぺい率 60％、容積率 200％） 

第一種高度地区 

（建築物の高さの最高限度 15ｍ） 

５．計 画 概 要 

（１）用  途  病 院 

（２）工事種別  新 築      

（３）敷地面積  19,876.24  ㎡ 

（４）建築面積   7,913.52  ㎡   

建 蔽 率    39.81  ％ 

（５）延べ面積  38,279.69  ㎡   

容 積 率    188.26  ％ 

（６）構  造  S 造一部 RC 造 地上７階建て 

（７）最高高さ    34.15 ｍ 

６．認定を受ける事項   第一種高度地区 適用除外（６） 

（用途上やむを得ないもの） 

７．周辺の状況 

計画地は京急久里浜駅から南に 500ｍ程、丘陵地のふもとに位置している。

計画敷地南側及び西側は第１種住居地域であり第１種高度地区に該当し、学校

等の公共施設が建ち並んでいる。東側は工業地域・第２種高度地区であり、工

場が建ち並び、敷地北側及び北西側は近隣商業地域・第３種高度地区となって

おり、住宅地や商業施設が建ち並んでいる。 

 

議案１ 



８．提案理由 

 本計画は、高さ制限を 15ｍとする第一種高度地区内で、高さ 34.15ｍの市立

病院を建築するものである。 

 計画されている建築物は、既存の市民病院であるうわまち病院の老朽化に伴

う移転建替えによる新病院である。移転建替えの候補地については、市内の医

療機関の立地状況を考慮し、市内南部の各駅から半径２ｋｍ以内の範囲で検討

を進め、救急搬送時間の短縮効果等を考慮し、神明公園の一部を建築予定地と

した。都市計画公園である神明公園の敷地の一部を病院敷地とすることについ

て、都市計画審議会の議を経ており、計画地を公園敷地から病院敷地とする都

市計画変更を決定している。 

  

＜市立病院が用途上やむを得ないことについて＞ 

１．計画敷地は一部が神奈川県津波浸水想定図における浸水区域に該当するこ

とから、盛土により地盤高さを上げ、さらに地下階を設けない計画とする等、

浸水対策を講じている。 

２．計画敷地内には埋蔵文化財の指定範囲や、暗渠となっている雨水幹線が現

存しており、それらの位置を避けた範囲にしか建築物は計画できない。また

敷地北西の住宅地から出来る限り離れた位置に建築することで、近隣住民に

配慮した計画としている。以上より、敷地内で建築可能な範囲は限られてい

る。 

３．市民病院の移転建替えであることから、現うわまち病院と同程度の病床数

が必要である（417 床→450 床）。それにより最低限必要な建築物の延べ面積

は決まっている。また、病院は一般的な事務所と異なり、階高を抑えること

が困難である。 

４．以上のことから今回の計画において、建築敷地の建蔽率制限の上限に近い

建築面積を確保することは難しく、また地下階を設けることもできないため、

計画上必要な延べ面積を確保するためには地上階へ階数を増やすしかない。

また、病院としての用途上、階高を抑えることが難しいため、申請された建

築物の高さを要することは、やむを得ないと考える。 

 

＜周囲の状況により都市計画上支障がないことについて＞ 

１．高度地区の都市計画決定理由であった、配慮を要する居住環境としては、

計画地北西部の近隣商業地域内の住宅地となるが、計画建築物の高さによる

日照等の問題、それに伴う近隣トラブルについて、都市計画審議会において

議論されており、地元からの意見も特にないことが確認できている。 



２．具体的な配慮として、計画敷地の南側に病院本棟を建築することで、敷地

北西部の近隣商業地域内の住宅地に与える日影の影響を最小限とし、また西

側の小学校に対しては、建物西側の外壁を４階（H=約 15ｍ）部分、６階（H=

約 23ｍ）部分でそれぞれセットバックすることで、学校に与える圧迫感を低

減する計画となっている。また、計画建築物の日影は、住宅地には影響を及

ぼさず、第１種住居地域の規定内に収まっている。 

３．病院の建設にあたり、地元の地域運営協議会や町内会、周辺の学校や企業

に対して説明を行い、また周辺住民に対して住民説明会も開催しており、特

に反対意見等はなかったことを確認している。また、交通計画についても、

所轄警察署と協議済みである。 

４．現在の神明公園を敷地分割し、病院敷地と公園敷地とに分ける計画となっ

ているが、引き続き都市公園となる神明公園を含めて、病院利用者と公園利

用者の双方の利用が高められるような一体的な空間となるよう計画されてい

ることから、神明公園を「公開空地」とみなしたうえで、高度地区の適用緩

和及び適用除外に関する認定基準（以下「認定基準」）における、「適用除外

（５）オ 公益上必要な建築物の建築」で求める技術基準である「技術基準

（Ⅲ）」と同程度の公開空地及び屋上緑化を有する計画である。 

５．都市部都市計画課に対し、本計画が都市計画上支障がないものとすること

について、照会を行ったところ、異論がない旨の回答を得ている。 

 

以上のことより、本計画については用途上やむを得ないと認められ、周囲の

状況により都市計画上支障がないと考えられるので、「認定基準 適用除外

（６）」に該当するものと考えられる。 





























図面番号④～⑦は、割愛させていただきました。 


